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3. 次世代の都市像

前章では次世代の生活像を描いたが、本章で

は、そのような生活の場となる都市のあり方に

ついて、ここでは主に、暮らしや産業を支える

都市機能の配置やネットワーク、すなわち都市

構造の視点から、次世代の都市像を明らかにし

たい。

3-1．２１世紀に期待される都市像

(1)持続可能な魅力ある都市

現在、多くの都市で“コンパクト”な都市

づくりが志向されるようになった。 “コンパク

トシティ”やそれに類する考え方は、1990 年

代から欧米諸国、特にＥＵ諸国において活発に

展開されてきた ( 注 1)。わが国でも、2003 年の

社会資本整備審議会答申で “コンパクトシティ

への転換（都市構造再編）”が提起されるに至っ

た。

先進国の都市が“コンパクト”であること

を目指す理由は、地球環境問題の深刻化と少子

高齢化を背景に、都市の郊外化によって生じた

大きな２つの問題、①環境負荷の増大と②都市

活力の低下に対処するためである。

まず、環境負荷の増大について、一つは郊外

にもともとあった自然や農地を潰してしまうと

いうこと、第二は、移動手段として車を多用す

れば、それだけ CO2 が発生するとともに、化石

燃料を消費し資源の枯渇につながるということ

が大きな問題である。それに対して、中心部の

都市空間が無駄なく活用され職住近接が可能に

なれば、交通による環境負荷の低減や近郊の自

然や農地の保全が図られる。

さらに、都市活力の低下について、都市が広

がり中心部が空洞化すれば都市活力は大きく損

なわれる。これは衰退する中心市街地を抱える

国内の数多くの都市の実態をみても明らかであ

る。一方、都市全体の人口規模が減少を免れな

くても、中心部の人口や産業の密度が適度に維

持されていれば、都市にふさわしい街の活気や

暮らしやすさは維持できる。先進的な“コンパ

クトシティ”として評価されているＥＵ諸都市

では、「住」も含めた様々な機能（「職」・「学」・

「遊」等）を都市の中心部に集積することで相乗

効果によって都市の魅力や吸引力を高めている。

このような、地球的な環境問題に貢献しなが

ら持続可能な魅力ある都市を目指すことが、世
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界のあらゆる都市の課題となっている。

補注

(1)イギリスでの“アーバンビレッジ”、北米で

の“ニューアーバニズム”も、同様の概念に

基づく。

(2)北九州市の特性が活かされる将来像

２１世紀の都市には、世界的な共通課題にも、

都市固有の課題にも、それぞれの都市にふさわ

しい最適な対応が期待されている。北九州市で

も、多核型の都市構造、充実した都市ストック

といった特性を活かすことによって、望ましい

将来像を目指す必要がある。

1)多核都市にふさわしい拠点連携型の都市構造

北九州市では、山が海に近い地形条件を背景

に、臨海産業地帯と鉄道に沿って、駅を中心と

する多くの拠点を持つ市街地が形成されてきた。

このような多核型の都市構造は、一極集中型

の都市に比較して都心集積を高めるには不利で

あった。しかし、都市拠点（都心・副都心）と

生活拠点、さらに産業拠点の機能分担が上手く

行われれば、そのような拠点連携型の都市構造

の方が、２１世紀にふさわしい都市環境にやさ

しい住みよい都市を実現しやすい。

また、それぞれの拠点地区で培われてきた歴

史や文化、地域の特色、さらにまちづくりの実

績やプロジェクト効果等を活かして、多様な魅

力をもつ都市を実現していくためにも、拠点連

携型の都市構造を発展的に継承していく必要が

ある。

2)豊富なストックを活かした「街なか」の再生

北九州市では、旧５市の時代から、それぞれ

に特色ある形成経緯と独立性の高い経済基盤を

背景に、いずれも人口 10 ～ 30 万規模に見合っ

た都市基盤や都市機能を形成していた。それら

のストックが合併後の一体的都市づくりの大き

な資本となり、新たなインフラ整備にも比較的

速やかに対応できた。その結果として、社会資

本とともに産業、福祉、コミュニティ等におい

ても、他の都市に比べて水準の高いハード･ソフ

トのストックが形成されている。このような、

北九州市の特性を活かして、次世代の望ましい

将来像の実現を目指す必要がある。

そのために、生活や産業を支援する各種のス

トックが充実している「街なか」の市街地の再

生が課題である。「街なか」の住宅や商店 ､病院、

学校 ､ 文化施設、また、公園や道路や鉄道 ､ 駅

等の交通基盤等、既にあるものに新しい時代に

ふさわしい機能を補強していくことが効率的、

効果的である。

「街なか」に住む人が増えれば、商業やコミュ

ニティの後退に歯止めがかかり、新しい産業も

成立しやすくなり、にぎやかさも増すことが期

待される。望ましい都市像の実現には、多くの

人が「街なか」に住むことができるまちづくり

を進めていく必要がある。

図 3-1　拠点連携型の都市構造のイメージ
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3-2．都市政策における「街なか」の

重視

北九州市の基本政策において「街なか」重視

の方向が明示されるようになってきた。これま

でも都市政策の軸足は既成市街地に置かれてい

たが、郊外との地域格差の解消が行政の大きな

役割とされてきた。しかし将来を展望した市民

生活や都市経営の観点から「街なか」重視の必

要性が政策全般にわたる共通認識となっている。

3-2-1．北九州市総合計画

(1)北九州市ルネッサンス構想

総合計画は、地方自治法上の「計画的な行政

の運営を行うための基本構想」であり、総合的

な計画体系（基本構想 - 基本計画 - 実施計画）

を備えた行政のマスタープランである。

1988 年に、策定された総合計画「北九州市ル

ネッサンス構想」は、行政運営にとどまらず都

市再生への明確な意図をもつ構想であった。「モ

ノづくり」を基調とする将来像「水辺と緑の“国

際テクノロジー都市”へ」が掲げられ、産業構

造の転換、地理的優位性の活用、都市構造の転換、

にぎわいの回復、社会構造への対応といったね

らいが前面に打ち出された。そのような都市づ

くりの目標として、「均衡に配慮した集中型都市」

が提起された。さらに、都市軸と都市拠点（都

心 ､ 副都心、地域中心核）を重視する都市再生

の考え方が示され、都心をはじめとするそれぞ

れの拠点地区において、市街地再生プロジェク

トが進められてきた。

(2)次期総合計画

北九州市ルネッサンス構想は目標年次（平成

17 年度）を迎えており、現在、これに代わる総

合計画の策定が進められている。

2005 年 12 月に公表された「北九州市次期総合

計画・素案」では、北九州市ルネッサンス構想

が基本的に継承され今日的な視点から練り直し

が行われている。今後も検討が続けられ３年後

には必要に応じて変更が予定されているが、今

回の素案では、「安全・安心」および「高質な都

市空間」の確保が、総合的な政策のなかで最も

基礎的なテーマとして位置付けられている。さ

らに「高質な都市空間」をもつ便利で快適な「ま

ちなか」の実現に向けて、「歩いて暮らせるまち

づくり」を進めるという都市空間形成に関する

政策が示されている。
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図 3-3　北九州市ルネッサンス構想・まちづくり推進計画 2010

図 3-2　北九州市ルネッサンス構想・まちづくりの方向
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3-2-2．北九州市都市計画マスタープラン

都市計画マスタープランは、概ね 20 年先を見

通して、まちづくりのあり方や都市計画の目標、

方針を示すものである。

2003 年に策定された北九州市都市計画マス

タープランでは、まちづくりの基本方向として

「街なか」の重視が打ち出された。上位計画であ

る北九州市ルネッサンス構想では先述のように

「均衡に配慮した集中型都市」の考え方が提示さ

れていたが、都市計画マスタープランでは、よ

りはっきりと「街なか」重視という表現で方向

づけられた。

都市計画マスタープランの法的根拠である都

市計画法は 1968 年に制定されたが、その背景は

高度成長初期段階での無秩序な郊外開発の急増

であり、それに対処して市街化調整区域の開発

を規制する、いわゆる「線引き」制度が設けら

れた。つまり都市計画法の主旨はもともと“コ

ンパクト”なまちづくりにあるといえる。しか

し市民の住宅ニーズは郊外に向かい開発圧力と

なって「線引き」を押し広げてきた。また地方

自治体はほとんど例外なく人口の増大を目標と

して掲げ ､ そのために可住地を増やし続ける方

策として都市計画制度が運用されてきた。この

ような従来の都市計画のあり方が大きく見直さ
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図 3-4　北九州市都市計画マスタープラン
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れ、全国的に「街なか」の重点化が進められよ

うとしている。

北九州市都市計画マスタープランでは、「街な

か」の範囲を他の都市よりも広くとらえている

のが特徴である。拠点地区だけでなく、その周

辺と一体的、効率的な再生の必要性 ､ 可能性が

高い区域として、概ね旧５市時代の市街地を「街

なか」の範囲としている（図 3-4)。これは ､ マ

イカーの普及以前に駅を中心に形成された市街

地であり、新たに上位計画となる次期総合計画

（素案）が提起する前掲の政策「歩いて暮らせる

まちづくり」が可能な区域である。

3-2-3．住宅マスタープラン

北九州市住宅マスタープランは、概ね 10 年間

の住宅政策の基本的な方針である。北九州市都

市計画マスタープランと時を同じく、2003 年に

見直し、改定され、新たな視点として「街なか

の再生」が掲げられた。

住宅政策は人口政策、そして地域政策であり、

従前から人口減少地区を優遇する支援施策が行

われてきたが、今回の改定によって従来の施策

をいっそう「街なか」にシフトさせた取り組み

の方針が提起された。重点的に進める具体的な

取り組みとして、街なか再生プログラム、街な

か居住プログラムが示されている。

図 3-5　北九州市住宅マスタープラン
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3-3．「拠点地区」の重点的なまちづくり

以上ような、「街なか」を中心に、誰もが便利に、

安心して暮らし、働き、楽しむことができる都市、

このような次世代の望ましい都市像の実現には、

「拠点地区」、とりわけ「都心」のまちづくりが

重要である。

(1)「拠点地区」の重点化

前述のように、拠点地区が連携する都市構造

を活かすことが、２１世紀にふさわしい都市像

の実現につながる（３-1)。また、北九州市の都

市ストックは充実しているが、とりわけ拠点地

区において交通、商業、公共施設といった主要

な都市機能のストックが集中して形成されてい

る。従って、拠点地区間の連携や良好な都市ス

トックの効率的な形成に向けて、拠点地区のま

ちづくりにさらに力を入れていく必要がある。

既存の主要な公共・公益施設は、概ね駅の半

径１㎞圏内にあるが、まず、駅等回遊の中心か

らの徒歩圏、約半径 500 ｍ圏において、高品質

な都市空間を持つ、歩いて暮らせるまちづくり

を優先的に進めていく必要があると考える。

拠点地区の再生は、誰もが共有可能なテーマ

である。拠点地区の重点化によって、市民や企

業の知恵や力が活かされる協働のまちづくりを

前進させていくことが求められている。
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図 3-6　拠点地区の駅の徒歩圏にある主要施設

図 3-8　門司港

図 3-7　黒崎副都心

図 3-9　若松
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(2)特に重要な「都心」のまちづくり

①都心機能はさらに強化が必要

拠点地区のなかでもとりわけ都心の役割は重

要である。都心は都市の顔であり都市の盛衰が

反映される場であるが、これからはむしろ、都

心のあり様が都市の盛衰を左右していくのでは

ないか。人口減少の時代、避けられない都市間

競争のなかで居住者や就業機会を引きつけてい

くために、都市イメージを決定付ける都心の役

割はきわめて大きい。

また、都心は、他の拠点地区では成立し難い

機能の受け皿として重要である。例えば、広域的、

国際的な成立基盤を必要とするものや、既存の

都心機能との連携が必要なもの等をこれからも

受け入れ続けていく必要がある。そのような都

心の役割が果たせなければ、次世代にふさわし

い都市像は実現できない。

②これまでのプロジェクト効果を活かす

小倉は、1988 年の北九州市ルネッサンス構

想ではじめて都心として政策的に位置付けられ

た。それ以前から市街地拡大ともに小倉と黒崎

への２極化が進むなかで次第に重点的な公共投

資が行われてきたが、ルネッサンス構想に基づ

くまちづくりプロジェクトの推進によって、老

朽化した都市基盤の更新や商業 ､ 文化、福祉等

の都心機能の充実 ､ さらにシンボル空間の形成

といった大きな成果が得られている。

これまでの集中的な公共投資の効果を活かし、

都心のまちづくりの本来の担い手である民間の

投資活動を喚起・促進していくことがこれから

の課題である。そのためにも、都心としての位

置付けを明確に維持しながら、民間による都心

にふさわしい取り組みを強力にサポートしてい

くことが求められている。

③役割分担により他の拠点地区の再生を促す

小倉の都心化とともに他の拠点地区の活力は

低下した。それは現象的には事実だが、その原

因は工業系企業の転出や人口の空洞化であり、

むしろ都心は工業に代わる第三次産業の場とし

て都市の衰退を防ぐ役割を担ってきたといえる。

次世代に向けた都心の役割、それが明確にな

れば、他の拠点地区のまちづくりの目標が設定

しやすくなる。そして、それぞれの拠点にふさ

わしい、歴史や文化を活かした個性的な魅力あ

るまちづくりが進めやすくなる。また、都心の

まちづくりが進展すれば、都心と直結する駅周

辺のポテンシャルも高まり、拠点地区の再生を

牽引することが期待できる。

また、大小様々な事象が生起する都心でのま

ちづくりの展開、試み、それらの成否等を、他

の拠点地区におけるまちづくりの参考や教訓に

していくことができると思われる。

図 3-10　小倉都心


